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は じめ に

小血管に対する代用血管の長期開存において,動 物実

験に比し臨床成績は悪い.こ れは動脈硬化性変化な ど吻

合する宿主血管の病変に大きく左右すると思われる.そ

こで臨床では長期移植後,開 存状態でたまたま採取 し得

た3種 の代用血管を組織学的に検討す ると共に,雑 種犬

に移植 した種 々代用血管のものと比較 した.

臨 床 例

症例1は65才 男性で 右腸骨動脈閉塞症に 心筋梗塞を

合併して お り一般状態不良のため,DeBakey knitted 

Dacron(内 径10mm)を 用いて局麻下でaxillo-femoral 

bypassを 施行 した.移 植後511日 目に再び心筋梗塞によ

り死亡 した.

剖検により採取 した摘出標本では吻合部 より数mmの

み器質化 した仮性内膜は延びているが,中 間部は全 く器

質化 されていないフィブ リンでおおわれていた.ま た吻

合部は狭窄を示している.組 織所見では人工血管に出来

た仮性内膜の上に,宿 主血管より延びた内膜がおおいか

ぶさり両者間に連続性は見られない.ま た異質の弾力繊

維も二重構造をな している.

症例2. 64才 男性.右 下肢に虚血症状を呈す る右大腿

動脈蛇行症で,Defalco, Rosenbergら の方法で0.5%グ

ル タールアルデヒ ド処理 した人臍帯静脈(長 さ5 .5cm,

内径7mm)を 用 いて置換 した.経 過良好であったが約

8ヵ 月後再び虚血症状を呈 し,吻合部狭窄のためDacron 

graftに て再置換 した.(243日 目)

標本では宿主血管の肥厚 した内膜は代用血管側に延び

ているが定着悪 くめ くれるようになっており,狭 窄原因

となっていた.組 織所見は宿主血管の内膜 と臍帯静脈間

に血液が付着 しており,全 く接合は見られない.ま た臍

帯静脈の外側には異物巨細胞が見られる.

症例2. 大腿動脈置換した人臍帯静脈(243日 目)

左:宿 主動脈

右:人 臍帯静脈

図1 肉眼写真

症例2. 左:大 腿動脈

右:人 臍帯静脈

図2 組織写真
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症例3は64才 男性.左 大腿動脈のASOで 自家静脈を

用いてfemoral-popliteal bypassを 行 なった.移 植後560

日目,心 筋梗塞で死亡 し,剖 検により標本を採取 した.

肉眼的には自家静脈壁は全体に肥厚 し,内 膜表面におい

ても宿主動脈 とよく似たものとなっている.組 織所見で

は著しい内膜肥厚,膠 原 維の膨化,弾 力線維の断裂は

動脈硬化特有の所見で,宿 主動脈,自 家静脈の吻合部お

よび中間部において同じ組織像を呈していた.ま た自家

静脈の中膜の筋細胞変性が見られた.

動物実験例

移植 した代用血管はDacron graft (pore sizeの 大 き

いもの,小 さいもの,double velour)そ してGoretex

でそれぞれ仮性内膜の延び率,厚 さ,器 質化度に多少の

差は見られたが臨床例に比べ,そ の差は軽度であり,硬

化性変化は見られず,ま た宿主血管と代用血管の内膜の

移行はsmoothで あ った1).(組 織 写真は省略)

考案および結論

一般の動脈壁における硬化症成因として,血 漿浸潤説,

壁在血栓説,脂 肪沈着説などが挙げられてお り,こ の動

脈硬化性変化は当然代用血管壁にも起り得ると予想され

る2).こ れ は血行再建した動脈硬化症患者の状態すなわ

ち吻合する宿主血管の病変 として高脂血症,高 コレステ

ロール血症な どの存在では大きく影響される.な お代用

血管移植で問題 となるのは,吻 合部動脈瘤,破 裂,閉 塞

である3).特 に小代用血管の場合には,動 脈壁硬化性変

化の最大の特徴は内膜の肥厚であることから,吻 合部狭

窄が重要な課題となる4)5).

実際,臨 床において採取した3種 の代用血管の吻合部

は,そ れぞれ特徴ある所見を呈していた.す なわち症例

1のknitted Dacronで は人工血管に出来た仮性内膜 と

宿主血管の内膜は二重構造をな し,症 例2の 人臍帯静脈

では吻合部を越 えてきた宿主血管の肥厚内膜が,内 腔に

遊離 しており,そ して症例3の 自家静脈の内膜は硬化性

変化,特 に肥厚著 しく,そ れぞれ吻合部狭窄を示してい

た.こ れ らはいずれも動物実験では観られないものであ

り,動 脈硬化性患者特有のものと考えられる.な お今回

はASO症 例 について報告 したがTAO症 例 において宿

主病変の代用症管への波及そして閉塞が起 りうることは

十分考えられる.

最近の人工血管は種々改良なされているが,開 存率に

多少の差はあれ,動 脈硬化性変化など宿主血管の病変に

(特に小代用血管の場合),影 響 されることは大なり小な

り必至である.現 在における対策として,血 行再建術を

受けた患者には高脂食の制限,血 圧のコン トロール,抗

凝固療法な ど,患 者への指導および後療法が予後を大き

く左右し,重 要と思われる.
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